
神奈川県内水道事業での広域連携検討事例

給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ3/日
給水面積 ： km

2

職員数 ： 【直営】 人 【第三者委託】 人 【委託】 28 人

○平成20年　：　神奈川県内水道事業検討委員会を設置
○平成22年8月 　：　「神奈川県内水道事業検討委員会報告書」を作成

主に以下の２つの事項について方針を示す（※1～※2）

・　災害対応、危機管理能力の向上
・　施設整備費、維持管理費が削減　〔浄水場の統廃合〕

（記載なし）

公営を基本＋
②業務委託（個別・仕様委託）

民間委託　（浄水場等造園整備委託、浄水場清掃管理委託、施設管理システム検討業務委託、他）
※広域連携は水質センター以外は未実施であり、実施後の想定

※1 水質管理センターの設置 ※2 水道施設の共通化・広域化

　　（水質事故時の対応強化等）　  （浄水場15箇所→8～9箇所に統廃合）

　（現状は各事業体別に実施）
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